
            第２７７９回例会 逗子ロータリークラブ 

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ 

          2019-20年度 №18 2019年 11月 7日 

 

例会場：「カンティーナ」逗子市新宿 1-3-15 TEL：046-870-6440   事務所：逗子市桜山 6-3-29  TEL＆FAX：046-873-0226 

例会日：第 1･2･4 木曜日 12:30  第 3 木曜日 18:30  第 5 木曜日 18:00 

会長：大野宏一  幹事：横山 健      E-mail：zushirc@sage.ocn.ne.jp    Website: http://www.zushi-rc.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月に入りまして、今年度も 4 ヶ月を

経過いたしました。7 月の年度方針発表、

逗子マリーナでの納涼例会。8 月はマー

ク・D・マローニ RI 会長来訪。9 月は、

京都紫野 RC への表敬訪問、キルギス共

和国視察、逗子ビーチバレーボール大会。

10 月は杉岡ガバナー公式訪問、地区大会、逗子市民まつ

り。例会では、ハンブルク国際大会報告から始まり、本年

度卓話のテーマ『健康』に関する卓話を 5 回実施。「会員

増強・退会防止」「米山奨学」「社会・国際奉仕」のフォー

ラムも行いました。 

 本日は、今年度 2 回目（1 回目は稲垣会員）のイニシ

エーションスピーチです。畠中会員よろしくお願いいたし

ます。 

 来週は京都紫野 RC、再来週は葉山 RC との合同例会と

続きます。こちらは各担当委員会が、ゴルフ・観光・懇親

会等を通して親睦を深める機会を企画しております。今月

最終週は、こちらも今年度 2 回目（1 回目は田耕会員・大

下会員）の会員職業奉仕の卓話です。清水信行会員・森澤

会員を予定しております。 

 今月以降も、多くの会員に参加して頂けるように、例

会・奉仕活動計画を行いたいと思います。 

予  定 

11 月 7 日(木) 
12:30 卓話 畠中一郎会員 

   イニシエーションスピーチ 

11月14日(木) 京都紫野 RC 合同例会 11/14〜15 

11月21日(木) 18:30 逗子 RC・葉山 RC 合同例会  

11月28日(木) 
12:30 職業奉仕「事業承継」  

    清水信行会員・森澤義一会員 

12 月 5 日(木) 
12:30 年次総会 役員・クラブ管理

運営上半期報告 下半期計画発表 

12月12日(木) 

12:30 年次総会 奉仕プ・広報・会員 

増強・R 財団関係上半期報告 下半期計 

画発表 

12月19日(木) 忘年会（場所は未定） 

12月26日(木) 休会 

  2778回 例会記録 2019年 10月 31日  第 2779 回 例会プログラム 

12:30 開会宣言 S.A.A 

点鐘   大野会長 

ロータリーソング斉唱 

ゲスト・ビジターの紹介 

会長の時間 

幹事報告：来信・告示事項 

委員会報告 

出席報告 

ニコニコ BOX 発表  

13:00 卓話・プログラム 

    畠中 一郎会員 

    「イニシエーションスピーチ」 

13:30 閉会宣言 S.A.A   

点鐘   大野会長 

出席報告：会員数 46 名(出席免除 3 名) 

出席者：31 名 68.88％   前回修正後 75.0％ 

メークアップ：地区委員会 

 〈会長の独り言〉  大野 宏一会長  

幹事報告 開催案内：・12/7(土)13:30～開催の「新会員

の集い」でのテーマが「プロジェクト X 挑戦者達」

きみの X はどこで輝く？に決まりました。 

例会変更案内：鎌倉中央 RC 11/4(月)15:00 移動例会 

    シーフロント原邸（会費 2000 円） 

その他：・台風 15・19 号による被害地への義捐金協力依

頼がきています。募金箱回します。 

委員会報告松田親睦ゴルフ担当：11/21 葉山 RC との親睦

ゴルフのご参加を是非宜しくお願いします。 

森澤親睦委員長：11/14・15 京都紫野 RC との合同例会

につきまして、参加者には詳細をお送ります。お

間違えないよう、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

財団ニコニコ ：矢部（光）、服部、森澤   各 ＄10  

米山ニコニコ ：松井、服部、横瀬、森澤 各 1,000 円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコニコＢＯＸ本日合計   ￥４２,０００  累計 ￥８０９,３４２ 

大野君…本日は社会・国際フォーラム服部隊長宜しくお
願いします。 

横山君…キルギスの話たのしみです。私のお願い、あり
がとうございます。 

村田君…早いね、過ぎるの。 
山口君…遅くなりました。 
矢部（光）君…元国連難民高等弁務官緒方貞子さん死去。

国際親善奨学生としてロータリー財団の支援を受
けた日本人で二人目の女性。ご冥福を。 

橘（武）君…８０才でのハロウィンは勘弁してね。 
山科君…本日読書会宜しくお願いします。 
矢部（房）君…首里城火災残念です。 
松井君…キルギスの仲間達のお話楽しみです。 
村松君…やっと秋になりました。体調管理を大切に。 
三宅君…フォーラムよろしく。 
菊池君…岡本さんご栄転おめでとうございます。 

桐田君、岡本（久）君…本日国際奉仕フォーラム宜しく
お願いします。 

山本（由）君、森澤君、横瀬君、稲垣君…キルギス視察
報告宜しくお願いします。 

匂坂君…市民祭りご参加ありがとうございました。 
服部君…岡本支店長お世話になりました！ 
松田君…トリック・オア・トリート！！つまみを下さ

い！！ 
清水（惠）さん…岡本支店長お世話になりました。古畑

支店長宜しくお願いします。 
田耕さん…山科さんのお話楽しみにしています。 
岡本（一）君…本当にお世話になりました。三崎でもロ

ータリアンとしてがんばりますので、宜しくお願い
します。 

古畑様（横浜銀行新支店長）…初めてとなります。どう
ぞ宜しくお願い致します。 

【2780地区】 2019/11/２  

   青少年交換来日学生オリエンテーション 

 

 

 

 

  

 10 月のオリエンテーションは台風の為、中止にな

ってしまったので、来日学生にとって、初めてのオリ

エンテーションとなりました。学生達はそれぞれが、

5 分以内のスピーチを発表しました。テーマは「日本

語でスピーチしよう」です。 

ハンガリーからの来日学生、カタも、頑張りました。 

来日してまだ 2 ヶ月少しですので、日本語は皆、まだ

まだですが、今後が楽しみです。充実した日本での生

活が送れるよう、皆様もサポート宜しくお願いしま

す。                （松田 記） 

 

   【2780地区】 2019/11/4 於：鎌倉パークホテル 

北鎌倉女子学園インターアクトクラブ加盟認証伝達式  

 

 

 

 

 

 

 

テーブルでは第 2 グループの初めて会う方たちと

名刺交換し、壇上に上がる方はいつもの面々でし

た。いつもと違うのが女子高生達でした。アルコー

ル無し、それが新鮮で良かったです。 

学校のきまりで挨拶は「こんにちは」ではなく

「ごきげんよう」との事で、いつか彼女たちに会っ

たら「ごきげんよう」と声をかけてあげましょう！ 

                （横山 記） 

キルギス共和国における、母子の健康及び経済と地域

社会の発展を支援する、グローバル補助金の活用を念頭

に、現地のビシュケク RC からの支援協力要請に応じ

て、9 月 23 日から 27 日迄、逗子 RC 会員 4 名（服

部・三宅・大野・清水惠）が地域調査を実施、以下はそ

の報告。 

調査内容： 

障害児を持つ貧困層の家庭に牛を供与するプロジェ

クトで、ビシュケク RC 会員の案内により、実施候補先

である貧困家庭と、既に実施済みで成功例として牛を活

用している家庭を含め、5 軒を視察訪問した。 

牛のプロジェクト： 

乳牛を 1 頭（約 10 万円）、障害児のいる貧困家庭

に供与。乳牛を飼い牛乳を得て、その家庭の栄養源とす

る。余った牛乳は、近所に販売する。その結果生活が安

定する。子牛が生まれたら、他の貧困家庭に供与。支援

のつながりができる。 

ビシュケク RC では現在までに 130 頭を提供。産ま

れた子牛も含めると 200 頭になる。ビシュケク近辺で

は、障害を持った子がいて援助を必要として行政に登録

している家庭が、35.000 ほどある。 

牛を供与する家庭を行政がリストアップし、実際にそ

の年の供与を決めるのはロータリークラブ。牛の選定・

飼育等には獣医が関わり指導する。 

調査により、グローバル補助金の申請は意義があると感

じた。クラブの長期戦略委員会での議論に期待する。 

編集担当：清水惠

惠 


